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局の動き

［財務部］

中小企業金融の円滑化に向けた取組みについて

［経済産業部］　
「元気を出せ！ 地域の顔」
�中心市街地活性化の取組について

［農林水産部］

米穀取扱事業者は、「登録制」から「届出制」へ

　［開発建設部］

 �海族�が泡瀬干潟にやってきた！

巻 頭 言
産学官連携に向けて
沖縄振興審議会会長代理／日本大学教授　

嘉  数　  啓

「長寿県沖縄における食品の安全性に関する
地域フォーラム」を開催

［農林水産部］

第19回　財務行政モニター会議を開催［財務部］

「平成15年度物流効率化セミナー」を開催［経済産業部］

「多自然型川づくりに関する技術研究
発表会及び講演会」の開催

［開発建設部］

平成15年度  年末年始の輸送等に関する安全総点検
（海上交通機関関係）の実施

［運輸部］

［表紙解説］

本部町八重岳の寒緋桜

　日本一早く咲くことで有名な沖縄の

寒緋桜ですが、本部町八重岳は沖縄でも

屈指の花見の名所です。

　八重岳の麓から頂上までの沿道をピン

ク色に染め、２月の中頃まで多くの花見

客の目を楽しませてくれます。

　この「寒緋桜」は、九州の南部では旧

暦の元日頃に咲くので元日桜（ガンジツ

サクラ）とも呼ばれるそうです。

ゆいレール駅シリーズ②　小禄駅

その1
平成16年度内閣府沖縄関係予算の概要

その２
バイオマスの利活用で
ゼロエミッションアイランドの実現へ！

［運輸部］

新「自動車登録検査業務電子情報処理システム」
（MOTAS）の概要

18 21

随筆・提言
沖縄の地域振興
前内閣府政策統括官（沖縄担当）　安 達 俊 雄 お知らせ／編集後記

　今後の課題 （下）

アートタイル
（イリオモテヤマネコ）

▲ 小禄駅周辺

那覇市国際通りトランジットマイル社会実験について

中城湾泡瀬地区  海の自然学習会  親子で

「愛すボンボン元気海？」開催
げん  き   かい

第12回「沖縄の道路」写真コンテスト
表彰式を開催

［開発建設部］
み　ち

アートガラス
（歓喜の踊りカチャーシー）

▲ゆいレール  小禄駅全景

交通広場▲



　

過
日
の
﹁
琉
球
新
報
﹂
に
、﹁
十
六
年

度
の
沖
縄
関
係
予
算
案
は
、
対
前
年
比

で
若
干
の
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
自

立
型
経
済
構
築
に
向
け
た
メ
リ
ハ
リ
の

利
い
た
予
算
配
分
に
な
っ
て
お
り
、
新

振
計
の
基
本
姿
勢
・
方
向
と
合
致
し
て

い
る
。
沖
縄
で
は
不
満
も
あ
る
と
思
う

が
私
は
高
く
評
価
し
て
い
る
﹂
と
書
い

た
ら
、
知
り
合
い
の
先
輩
大
学
教
授
か

ら﹁
君
は
政
府
の
ポ
チ
に
な
っ
た
の
か
﹂

と
咎
め
を
受
け
た
。
こ
の
教
授
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
で
は
産

学
官
の
連
携
発
言
は
長
く
タ
ブ
ー
視
さ

れ
て
き
た
。
特
に
私
が
所
属
す
る
社
会

系
の
分
野
で
は
、
大
学
の
存
在
意
義
は

権
力
の
中
枢
で
あ
る
政
府
や
独
占
資
本

︵
大
企
業
︶を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
迎
合
す
る
者
は
﹁
御
用
学
者
﹂

で
、
そ
れ
と
の
﹁
連
携
﹂
を
口
に
す
る

者
は
﹁
学
者
村
﹂
か
ら
の
村
八
分
さ
え

も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

﹁
な
ら
な
か
っ
た
﹂
と
過
去
形
に
し
た

の
は
、
こ
こ
十
年
で
﹁
象
牙
の
塔
﹂
な

ら
ぬ
﹁
学
者
村
﹂
も
様
変
わ
り
し
た
か

ら
だ
。
今
や
産
学
官
連
携
を
口
に
し
な

い
と
、
時
代
の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
と
い
う
強
迫
観
念
が
﹁
学
者
村
﹂
を

襲
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
三
つ
の

潮
流
の
変
化
が
あ
る
。
一
つ
は
、
政
府

や
独
占
資
本
を
批
判
す
る
社
会
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
崩
壊
で
あ
る
。
か
つ
て

マ
ル
ク
ス
の
﹁
資
本
論
﹂
を
金
科
玉
条

の
如
く
信
奉
し
て
い
た
学
者
は
今
や
学

会
の
﹁
窓
際
族
﹂
に
な
っ
た
。
二
つ
は
、

産
業
界
の
大
学
に
対
す
る
期
待
の
変
化

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
産
業
界
は
大
学

を
新
規
学
卒
労
働
力
の
﹁
供
給
源
﹂
と

し
か
位
置
づ
け
し
て
な
く
、
研
究
開
発

は
基
礎
、
応
用
も
含
め
て
自
前
で
行
う

の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル

崩
壊
後
、
資
金
難
も
あ
っ
て
こ
の
﹁
自

前
主
義
﹂
が
崩
壊
し
、
特
に
基
礎
研
究

の
分
野
で
大
学
と
連
携
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
。
三
つ
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
エ
ン
ジ
ェ
ル

税
制
、
大
学
T
L
O
︵
技
術
移
転
機
関
︶

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
九
八
〇
年
の
﹁
バ

イ
・
ド
ー
ル
法
﹂
成
立
以
来
、
ア
メ
リ

カ
で
の
産
学
連
携
が
次
々
と
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
生
み
、
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
も

産
業
再
生
・
活
性
化
の
切
り
札
の
一
つ

と
し
て
、
国
立
大
学
・
研
究
所
の
独
立

行
政
法
人
化
、
規
制
緩
和
、
研
究
費
増

額
等
で
産
学
連
携
を
本
格
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
追
い
風
を

受
け
て
、
最
近
の
産
学
官
連
携
の
進
展

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

沖
縄
で
も
産
学
官
共
同
研
究
と
研
究

主
体
の
新
科
学
技
術
大
学
院
関
連
予
算

が
大
幅
に
増
額
さ
れ
、
産
学
官
連
携
が

い
よ
い
よ
軌
道
に
乗
る
。
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
モ
デ
ル
は
、
大
学
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
連
携
に
よ
っ
て
成
功
し

た
事
例
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
一
貫
し
て

新
規
企
業
参
入
が
退
出
を
上
回
っ
て
お

り
、
起
業
家
精
神
は
他
府
県
と
比
較
し

て
も
旺
盛
で
あ
る
。
こ
の
起
業
家
精
神

と
大
学
の
﹁
知
財
・
技
術
﹂
が
合
体
し
、

政
府
・
自
治
体
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

の
確
立
は
急
を
要
す
る
。
私
が
沖
縄
公

庫
在
任
中
に
、
六
百
余
の
新
規
企
業
の

立
ち
上
げ
を
支
援
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
の
創
業
者
と
面
談
し
、
新
製
品
の
販

売
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と
も
あ
る
。
沖

縄
で
得
ら
れ
る
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
優
遇

措
置
を
活
用
し
て
立
ち

上
げ
た
健
康
食
品
会
社

が
半
年
で
破
綻
し
た
事

例
が
あ
る
反
面
、
公
庫

融
資
だ
け
で
立
派
に
事

業
を
継
続
・
拡
張
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
こ

の
差
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
。
販
路
も
含
む
綿

密
な
事
業
計
画
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
事
業
を

絶
対
成
功
さ
せ
た
い
と

い
う
﹁
起
業
家
魂
﹂
の
有
無
が
、
勝
ち

組
と
負
け
組
の
分
か
れ
道
で
あ
る
こ
と

は
今
や
明
白
で
あ
る
。﹁
自
立
経
済
の

構
築
﹂
と
何
度
書
き
連
ね
て
も
そ
れ
を

推
進
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
熱
烈
な
情

熱
が
伴
わ
な
い
限
り
、
﹁
見
果
て
ぬ
夢
﹂

で
あ
る
。
今
年
は
こ
の
産
学
官
連
携
に

よ
る
新
規
企
業
の
創
出
に
夢
を
託
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊
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平
成
十
六
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
︵
平
成
十
四
年
四
月
施
行
︶
に

基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画

︵
同
年
七
月
決
定
︶
の
三
年
目
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
自
立
型
経
済
の
構
築
等

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
産
業
・
科

学
技
術
振
興
に
関
す
る
施
策
を
は
じ
め

と
す
る
施
策
・
事
業
を
、
重
点
的
に
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
内
閣
府
に

お
け
る
沖
縄
関
係
の
平
成
十
六
年
度
の

概
算
決
定
額
は
、
二
千
九
百
三
十
四
億

八
千
万
円
︵
対
前
年
度
比
九
十
五
・
五

％
︶、
う
ち
基
本
的
政
策
企
画
立
案
等

経
費
が
二
百
八
十
九
億
八
千
四
百
万
円

︵
対
前
年
度
比
一
〇
四
・
八
％
︶、
沖
縄

振
興
開
発
事
業
費
等
が
二
千
六
百
四
十

四
億
九
千
六
百
万
円
︵
対
前
年
度
比
九

十
四
・
六
％
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
予
算
等
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一 　

自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た

産
業
の
振
興

　

沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か

し
た
産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

︵
一
︶ 

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
・

滞
在
型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
形
成
に
向
け
、
沖
縄
県
観
光
振
興

計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援
し

ま
す
。

　

国
際
的
な
質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
を

目
指
し
て
、
観
光
振
興
地
域
等
の
整
備

を
は
じ
め
、
観
光
情
報
の
共
通
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
構
築
、
観
光
人
材
の
育
成

等
の
施
策
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
を
生
か
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
や
世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
、

健
康
保
養
型
観
光
の
推
進
、
体
験
滞
在

交
流
の
促
進
等
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
施
策
を
継
続
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

観
光
の
推
進
、
特
色
あ
る
音
楽
・
芸
能

等
を
活
用
し
た
文
化
交
流
型
観
光
に
係

る
調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

沖
縄
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た

め
、
沖
縄
自
動
車
道
料
金
に
つ
い
て
割

引
措
置
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
世
界
的
規
模
を
誇
る
国
営
沖
縄
記

念
公
園
海
洋
博

覧
会
地
区
沖
縄

美

ら

海

水

族

館
、
平
成
十
六

年
一
月
に
開
場

し
た
国
立
劇
場

お
き
な
わ
に
つ

い
て
は
、
観
光

拠
点
と
し
て
の

活
用
を
図
り
ま

す
。

　

︵
二
︶ 

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興

　

沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産

業
の
一
層
の
発
展
に
向
け
、
沖
縄
県
情

報
通
信
産
業
振
興
計
画
に
沿
っ
た
施
策

の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　

情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
制
度
や
情

報
通
信
産
業
特
別
地
区
制
度
等
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
I
T
分
野
に
お
け
る

新
事
業
創
出
体
制
の
強
化
を
図
り
、
新

た
な
企
業
の
立
地
・
集
積
を
促
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
電
子
商
取
引
の
普
及
促
進
の

た
め
、
戦
略
的
な
電
子
商
取
引
の
先
進

事
例
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
高
度
な
I
T
人
材
の
育
成
に
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宮
古
地
区
に
お
け
る
中
波

ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
障
害
を
解
消
し
、

情
報
格
差
の
是
正
を
図
り
ま
す
。

　

︵
三
︶ 

農
林
水
産
業
の
振
興

　

亜
熱
帯
性
気
候
等
の
地
域
特
性
を
生

か
し
た
活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興

に
向
け
て
、
沖
縄
県
農
林
水
産
業
振
興

計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援
し

2
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縄
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の
概
要

平成16年度　内閣府沖縄担当部局予算概算決定額

（単位：百万円、％）　

対前年度比平成16年度
概算決定額

平成15年度
予　算　額

事　項
比　率増△減額

104.81,32128,98427,662
Ⅰ 基本的政策企
画立案等経費

94.6△15,138264,496279,635
Ⅱ 沖縄振興開発
事業費等

95.5△13,817293,480307,297合　　計

  百万円
○ 観光振興地域等整備事業 110
○ 沖縄観光共通
 プラットホーム構築事業 80
○ 観光産業人材育成事業 39
○ バリアフリー観光推進事業 33
○ 沖縄体験滞在交流促進事業 255
○ 沖縄自動車道利用促進事業 1,528

主な事業

  百万円

○ I　T　新事業創出体制強化事業 300

○ 沖縄電子商取引普及促進事業 102

○ 沖縄観光共通プラットホーム

 構築事業（再掲） 　　　　　　80

○ 道路における民間事業者も

 利用可能な光ファイバー収

 容空間の整備 911

○ 学校教育における情報化の

 促進 255

○ I　T　高度人材育成事業 123

○ 宮古地区中波ラジオ放送受信

 障害解消事業 137

主な事業



ま
す
。

　

亜
熱
帯
・

島
し
ょ
性
の

地
域
特
性
に

適
合
す
る
生

産
基
盤
の
整

備
を
、
新
し

い
管
理
・
運

営
手
法
の
導

入
の
検
討
も

含
め
て
、
推

進
す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
輸
送
コ

ス
ト
低
減
対
策
や
亜
熱
帯
特
性
を
生
か

し
た
果
樹
等
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
土
発
生
源
対
策
な
ど
環
境

と
調
和
し
た
持
続
型
農
林
水
産
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
天
敵
昆
虫

を
生
物
農
薬
と
し
て
実
用
化
す
る
事
業

を
検
討
し
ま
す
。

　

︵
四
︶ 

金
融
業
等
の
集
積

促
進

　

金
融
業
務
特
別
地
区
制

度
を
活
用
し
、
金
融
業
等

の
集
積
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
金
融
関
連
業
務
の

集
積
に
不
可
欠
な
金
融
に

係
る
人
材
の
育
成
の
た
め

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

︵
五
︶ 

製
造
業
の
活
性
化
と
新
規
事

業
の
創
出
等

　

特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
更
な
る
企

業
立
地
、
集
積
へ
向
け
た
対
応
策
の
検

討
と
賃
貸
工
場
の
整
備
に
対
す
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
那
覇
港
の
国
際
競

争
力
の
向
上
を
通
じ
、
国
際
物
流
関
連

産
業
等
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
I
T
・
バ
イ
オ
等
の
分
野
に

お
け
る
研
究
開
発
力
の
向
上
や
そ
の
成

果
を
活
用
し
た
新
規
産
業
の
創
出
、
地

場
産
業
の
振
興
等
を
図
る
た
め
、
沖
縄

産
学
官
共
同
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
食
品
産
業
の
競
争
力

向
上
に
向
け
て
、
総
合
的
な
品
質
向
上

策
を
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環

境
関
連
産
業
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
の

調
査
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
基
盤
の
整
備
、
中
小
企
業
支

援
、
新
規
事
業
の
創
出
等
の
た
め
、
沖

縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資
・
出
資

の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。             

二　

雇
用
の
安
定
と
職
業
能
力
の
開
発

　

雇
用
の
促
進
や
職
業
能
力
の
開
発
等

に
向
け
て
、
沖
縄
県
職
業
安
定
計
画
に

沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　

情
報
通
信
関
連
産
業
等
の
重
点
産
業

分
野
に
お
い
て
、
雇
用
の
創
出
と
人
材

育
成
を
一
体
的
に
行
う
戦
略
産
業
人
材

育
成
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
の
高
失
業
率
の
改
善

を
図
る
た
め
、
人
材
育
成
か
ら
就
職
ま

で
一
貫
し
て
支
援
を
行
う
沖
縄
県
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
新
規
事
業

の
創
出
効
果
が
あ
る

若
年
求
職
者
に
よ
る

空
き
店
舗
を
活
用
し

た
起
業
支
援
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
る
地
域
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

三　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
︵
仮

称
︶
等
に
よ
る
科
学
技
術
の
振
興
と

国
際
交
流
・
協
力
の
推
進  

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学︵
仮
称
︶

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十

九
日
の
関
係
閣
僚
に
よ
る
会
合
で
の
申

合
せ
に
従
い
、
施
設
の
基
本
設
計
等
を

行
う
と
と
も
に
、
大
学
設
置
に
向
け
沖

縄
の
研
究
基
盤
の
整
備
等
を
行
う
法
人

の
設
立
準
備
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、

平
成
十
五
年
度
に
引
き
続
き
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
研

究
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
の
推

進
の
ほ
か
、
国
内
外
の
大
学
や
研
究
所

へ
の
派
遣
に
よ
る
研
究
者
・
専
門
家
育

成
に
対
す
る
支
援
、
亜
熱
帯
特
性
を
活

用
し
た
科
学
技
術
研
究
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
科
学
技
術
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備

の
観
点
か
ら
、
那
覇
空
港
の
整
備
を
は

じ
め
、
那
覇
港
等
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
国
際
会
議
等
の

沖
縄
開
催
に

積
極
的
に
取

り
組
む
と
と

も
に
、
国
際

交
流
拠
点
形

成
調
査
の
結

果

を

踏

ま

え
、
引
き
続

き
国
連
機
関

の
誘
致
等
に

係
る
検
討
を

進
め
ま
す
。

四　

環
境
共
生
型
社
会
と
高
度
情
報
通

信
社
会
の
形
成

　

沖
縄
の
貴
重
な
美
し
い
自
然
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
赤
土
等
の
流
出
防

止
、
環
境
に
配
慮
し
た
公
共
事
業
の
実

施
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緑
化
に
よ

る
潤
い
の
あ
る
空
間
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
廃
棄
物
処
理

施
設
等
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
平
成
十
五
年
度
の
島
し
ょ
型
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
実
証
事
業
の
検
討

3

Special Edition

  百万円

○ 特別自由貿易地域振興事業 511

○ 国際物流関連産業推進事業 12

○ 沖縄産学官共同研究の推進 400

○ 健康食品品質向上総合対策事業 23

○ 環境関連産業将来発展調査 20

○ 若年求職者による空き店舗を活用

 した起業支援事業（後出） 76

○ 工業用水道事業 333

○ 沖縄振興開発金融公庫に対する

 補給金に必要な経費 5,240

主な事業

  百万円

○ 沖縄新大学院大学関連経費 2,901

○ 沖縄産学官共同研究の推進（再掲） 400

○ 戦略的研究者・専門家育成支援事業 20

○ 亜熱帯特性研究推進事業 93

○ 港湾空港整備事業 31,839

主な事業

  百万円
○ 沖縄における金融に係る
 人材育成モデル事業 30

主な事業

  百万円

○ 農業農村整備事業 26,831

○ 森林水産基盤整備事業 9,081

○ 沖縄農業振興費（糖業振興､

 特殊病害虫対策） 3,028

○ 沖縄における赤土等の発生源

 対策推進事業 194

○ 都市排水循環利用検討調査 76

主な事業

  百万円

○ 若年求職者による空き店舗

を活用した起業支援事業 76

○ 戦略産業人材育成支援事業 87

主な事業



結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
産
業
廃
棄
物
管

理
型
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
廃

棄
物
や
現
在
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
廃

棄
物
に
つ
い
て
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
確
立
を
目
指
し
た
取
組
み
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
豊
か

な
生
活
空
間
の
創
出
を
図
る
た
め
、
上

水
道
、
下
水
道
、
公
園
・
緑
地
、
住
宅

等
の
生
活
環
境
基
盤
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
、
風
土
を
活
か
し

た
自
然
体
験
・
交
流
型
の
水
源
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向

け
、
道
路
に
お
け
る
民
間
事
業
者
も
利

用
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
産
業
の
高

度
化
や
技
術
革
新
等
に
対
応
し
た
人
材

の
育
成
を
図
る
た
め
、
学
校
教
育
の
情

報
化
を
促
進
し
ま
す
。

五　

健
康
福
祉
社
会
の
実
現
と
安
全
・

安
心
な
生
活
の
確
保

　

県
民
一
人
一
人
が
健
康
で
安
心
し
て

生
活
を
送
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
保

健
医
療
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
保
健
衛
生
施
策
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。
特
に
、
県
民
の
多
様
な
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
高
度
・
多

機
能
病
院
︵
仮
称
︶
の
整
備
等
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う
特

別
対
策
と
し
て
、
不
発
弾
等
対
策
事
業

や
対
馬
丸
関
連
事
業
等
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

六　

多
様
な
人
材
の
育
成
と
文
化
の
振
興

   
人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
校
舎

の
改
築
や
学
校
教
育
の
情
報
化
等
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
化
の
進
展
等

に
対
応
し
た
実
践
的
技
術
者
の
育
成
を

図
る
た
め
、
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校

の
施
設
整
備
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
産

業
振
興
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
観
光
リ

ゾ
ー
ト
産
業
、
情
報
産
業
、
金
融
業
、

地
方
行
政
を
担
う
人
材
の
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ
を
活
用
し
、

﹁
組
踊
﹂
を
中
心
と
す
る
文
化
の
保
存
・

振
興
を
図
り
ま
す
。

七　

持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

　

広
大
な
海
域
に
散
在
す
る
多
く
の
離

島
で
構
成
さ
れ
て
い
る
沖
縄
に
と
っ

て
、
県
民
生
活
の
安
定
や
産
業
の
振
興

を
図
る
上
で
重
要
な
基
盤
で
あ
る
空

港
、
港
湾
、
道
路
等
の
交
通
体
系
の
整

備
、
水
資
源
の
開
発
、
生
活
環
境
基
盤

の
整
備
な
ど
各
種
の
基
盤
整
備
を
戦
略

的
、
重
点
的
に
進
め
、
活
力
あ
る
地
域

と
し
て
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
影
響
や
周
囲
の
景

観
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
た
事
業
の

実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
河
川
、
道

4

  百万円

○ 環境関連産業将来発展調査（再掲） 20

○ 総合的雨水対策モデル事業（後出） 2,500

○ 沖縄における赤土等の発生源対策推進事業

 （再掲） 194

○ 自然体験・交流型の水源地域づくり支援

 事業 696

○ 治山治水事業 15,039

○ 住宅都市環境整備事業 21,122

○ 下水道水道廃棄物等事業 46,491

○ 道路における民間事業者も利用可能な

 光ファイバー収容空間の整備（再掲） 911

○ 学校教育における情報化の促進（再掲） 255

○ 修景緑化重点地域モデル事業 92

主な事業

  百万円

○ 沖縄保健衛生施設整備費 1,017

○ 沖縄保健衛生諸費 277

○ バリアフリー観光推進事業（再掲） 33

○ 沖縄不発弾等対策事業（宮古

 保管庫の新設を含む） 484

○ 対馬丸遭難学童遺族給付 79

○ 対馬丸平和祈念事業 6

○ 位置境界明確化事業 14

○ 沖縄戦関係資料閲覧室事業 19

主な事業

  百万円

○ 公立学校整備事業 10,702

○ 学校教育における情報化の

 促進（再掲） 255

○ 沖縄工業高等専門学校の整備 1,424

○ 観光産業人材育成事業（再掲） 39

○ 沖縄における金融に係る人材

 育成モデル事業（再掲） 30

○ 田園空間整備事業 250

○ 戦略産業人材育成支援事業

 （再掲） 87

○ IT高度人材育成事業（再掲） 123

主な事業

国立劇場おきなわ

那覇港国際海上コンテナターミナル（岸壁（−13m）等）



路
等
の
事
業
が
連
携
し
た
雨
水
の
浸

透
・
貯
留
対
策
と
出
水
情
報
の
提
供
な

ど
を
通
じ
た
雨
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安

全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
交
差
点
改

良
に
向
け
、
重
点
的
な
取
組
み
を
行
い

ま
す
。

八　

離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
な
ど
均

衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

　

沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
沖
縄
振
興
計
画
の
圏
域

別
計
画
に
基
づ
き
、
均
衡
あ
る
地
域
の

発
展
に
留
意
し
つ
つ
、
各
般
の
施
策
の

具
体
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域

の
産
業
振
興
等
を

図
る
べ
く
沖
縄
振

興
の
た
め
の
特
別

の
予
算
措
置
を
継

続
し
ま
す
。

　

特
に
、
離
島
・

過
疎
地
域
の
活
性

化
は
、
沖
縄
の
振

興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
港

湾
、
空
港
、
離
島
架
橋
等
の
整
備
を
は

じ
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
保
健
医
療

の
確
保
と
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充

実
、
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
等
を
進
め

ま
す
。

九　

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利

用
の
促
進
な
ど
米
軍
施

設
・
区
域
に
係
る
諸
施
策

の
展
開

   
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施

設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・
縮

小
に
つ
い
て
、
﹁
沖
縄
に
関

す
る
特
別
行
動
委
員
会
︵S

A

C
O

︶﹂最
終
報
告
の
着
実
な

実
施
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

﹁
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に

係
る
政
府
方
針
﹂︵
平
成
十
一

年
十
二
月
閣
議
決
定
︶
に
従

い
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期

移
設
・
返
還
の
実
現
に
向
け
、

沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共

団
体
と
十
分
な
協
議
を
行
い

つ
つ
、﹁
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の

基
本
計
画
﹂︵
平
成
十
四
年
七
月
︶
の
着

実
な
実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
の
間

の
各
種
協
議
会
等
を
中
心
に
、
普
天
間

飛
行
場
の
移
設
に
伴
う
移
設
先
及
び
周

辺
地
域
の
振
興
、
沖
縄
県
北
部
地
域
の

振
興
並
び
に
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の

促
進
及
び
円
滑
化
等
を
図
り
ま
す
。

　

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
村

の
密
接
な
連
携
の
下
、
大
規
模
跡
地
及

び
そ
の
他
の
整
備
予
定
跡
地
等
に
つ
い

て
、
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
及
び
そ
の

具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町

村
活
性
化
特
別
事
業
を
引
き
続
き
鋭
意

実
施
し
ま
す
。

5

Special Edition

  百万円

○ 沖縄北部特別振興対策事業費（非公共） 5,000

○ 沖縄北部特別振興対策特定開発事業

 推進費（公共） 5,000

○ 駐留軍用地跡地利用対策関連経費 65

○ 大規模駐留軍用地跡地等利用推進費 220

○ 沖縄米軍基地所在市町村活性化特別

 事業費 8,073

主な事業

  百万円

○ 沖縄特別振興対策調整費等

 （非公共） 5,000

○ 沖縄特別振興対策特定開発

 事業費（公共） 5,000

○ 離島における社会資本の整備

主な事業

古宇利架橋

  百万円
○ 治山治水事業（再掲） 15,039
○ 港湾空港整備事業（再掲） 31,839
　（那覇港廃棄物埋立護岸（新規）を含む）
○ 道路整備事業 85,896
○ 交差点緊急改良プログラムの実施 20
○ 住宅都市環境整備事業（再掲） 21,122
○ 下水道水道廃棄物等事業（再掲） 46,491
○ 農業農村整備事業（再掲） 26,831
○ 森林水産基盤整備事業（再掲） 9,081
○ 公立学校整備事業（再掲） 10,702
○ 学校教育における情報化の促進（再掲） 255
○ 沖縄工業高等専門学校の整備（再掲） 1,424
○ 沖縄保健衛生施設整備費（再掲） 1,017
○ 総合的雨水対策モデル事業 2,500
○ 沖縄特定開発事業推進調査費 55

主な事業

羽地ダム
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平 成１６年 度 予 算 新 規 事 業 一 覧

概　　　　　　　　　　要事　　業　　名

沖縄県の地域特性やハンディキャップの多様性等を踏まえたバリアフリー観光のあり方を、モデル事業の実施と併せて検討

し、総合的な健康保養の場の形成を図る。
バリアフリー観光推進事業

これまで大きな成果を上げてきている情報通信関連企業の創業・進出支援を一層強化し、更なる雇用創出、地域経済の再生等

を図るため、既存建造物有効活用により、先進的な I T 環境を備えたインキュベート施設を低廉なコストで整備する。

I　 T　 新　 事　 業
創 出 体 制 強 化 事 業

宮古地区における民放中波ラジオ放送（琉球放送・ラジオ沖縄）の受信障害を解消し、情報格差の是正を図るため、伊良部島

及び多良間島にラジオ放送中継設備を整備する。

宮古地区中波ラジオ放送
受 信 障 害 解 消 事 業

次世代基幹産業の一つとして期待されている健康食品産業に関して、消費者の信頼を確保し、産業競争力を高めることを目的

として、総合的な品質向上等に関する取組に対し支援を行う。

健康食品品質向上総合対策
事 業

将来産業として、環境関連産業の戦略的な振興を図るに当たって、これまでの取組、研究、沖縄の環境の現状等を踏まえ、本

産業に関するシーズの評価及び将来発展の方向について調査検討を行う。
環境関連産業将来発展調査

若年求職者の多彩なアイデアを活かして中心市街地の空き店舗の活用を図り、若年求職者の起業マインドを育成し、就業機会

の確保を図る。

若年求職者による空き店舗
を活用した起業支援事業

法人設立の準備、施設設計費や設計調査費等平成１６年度からの事業化に必要な経費及び平成１５年度に引き続き研究事業、国際

シンポジウム、ワークショップを実施する経費。
沖縄新大学院大学関連経費

平成１６年度　内閣府沖縄担当部局予算概算決定額

【基本的政策企画立案等経費の内訳】 （単位：百万円､％）

対 前 年 度 比平成16年度
概算決定額

平成15年度
予　算　額

事　　　　　項
比　率増△減額

104.8

100.0

153.8

165.6

101.8

90.7

105.3

142.4

100.3

76.6

79.0

204.4

61.6

皆　増　

皆　増　

皆　増　

皆　増　

99.6

98.3

100.0

97.1

100.0

100.0

98.3

1,321

0

1,782

159

1

△ 53

5

6

0

△ 24

△ 10

1,482

△ 264

20

23

300

137

△ 1

△ 1

0

△ 244

0

0

△ 108

28,984

100

5,096

400

30

511

102

20

110

80

39

2,901

423

20

23

300

137

285

65

220

8,073

5,000

5,000

6,172

27,662

100

3,314

242

29

563

97

14

110

104

49

1,419

686

0

0

0

0

286

66

220

8,317

5,000

5,000

6,280

基 本 的 政 策 企 画 立 案 等 経 費

１ 沖 縄 振 興 計 画 推 進 ・ 評 価 調 査 費

２ 沖縄における産業・科学技術振興関係経費

 (1) 沖 縄 産 学 官 共 同 研 究 の 推 進

 (2) 沖縄における金融に係る人材育成モデル事業

 (3) 特 別 自 由 貿 易 地 域 振 興 事 業

 (4) 沖 縄 電 子 商 取 引 普 及 促 進 事 業

 (5) 戦 略 的 研 究 者 ・ 専 門 家 育 成 支 援 事 業

 (6) 観 光 振 興 地 域 等 整 備 事 業

 (7) 沖 縄 観 光 共 通 プ ラ ッ ト ホ ー ム 構 築 事 業

 (8) 観 光 産 業 人 材 育 成 事 業

 (9) 沖 縄 新 大 学 院 大 学 関 連 経 費

 (10) Ｉ Ｔ 高 度 人 材 育 成 事 業 等

 (11) 環 境 関 連 産 業 将 来 発 展 調 査

 (12) 健 康 食 品 品 質 向 上 総 合 対 策 事 業

 (13) Ｉ Ｔ 新 事 業 創 出 体 制 強 化 事 業

 (14) 宮古地区中波ラジオ放送受信障害解消事業

３ 普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費

 (1) 駐 留 軍 用 地 跡 地 利 用 対 策 関 連 経 費

 (2) 大 規 模 駐 留 軍 用 地 跡 地 等 利 用 推 進 費

４ 沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費

５ 沖 縄 北 部 特 別 振 興 対 策 事 業 費

６ 沖 縄 特 別 振 興 対 策 調 整 費 等

 （再掲分を含む）

７ そ の 他
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Special Edition

平成１６年度　内閣府沖縄担当部局予算概算決定額

【沖縄振興開発事業費等の内訳】 （単位：百万円､％） 

  

（単位：百万円､％）

対 前 年 度 比平成16年度
概算決定額

平成15年度
予　算　額

事　　　　　項
比　率増△減額

94.6

94.5

96.1

70.0

97.4

99.2

98.7

101.9

83.8

103.9

86.5

99.6

89.5

75.0

98.3

97.9

130.7

101,2

△ 15,138

△ 15,097

△ 9,729

△ 5,311

△ 34

△ 24

△ 8

9

△ 15

0

△ 2

0

△ 73

△ 85

△ 2

△ 4

18

60

264,496

258,057

241,354

12,381

1,294

3,028

601

484

79

6

14

19

618

255

93

194

76

5,240

279,635

273,154

251,083

17,692

1,328

3,051

609

475

94

5

16

19

691

340

94

198

58

5,180

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 等

１ 沖 縄 振 興 開 発 事 業 費

 (1) 公 共 事 業 関 係 費

 (2) 沖 縄 教 育 ・ 文 化 振 興 事 業 費

 (3) 沖 縄 保 健 衛 生 等 対 策 諸 費

 (4) 沖 縄 農 業 振 興 費

２ 戦 後 処 理 経 費

 (1) 不 発 弾 等 対 策 経 費

 (2) 対 馬 丸 遭 難 学 童 遺 族 給 付 経 費

 (3) 対 馬 丸 平 和 祈 念 事 業 経 費

 (4) 位 置 境 界 明 確 化 経 費

 (5) 沖 縄 戦 関 係 資 料 閲 覧 室 事 業 経 費

３ 沖 縄 体 験 滞 在 交 流 促 進 事 業 等 関 係 経 費

 (1) 沖 縄 体 験 滞 在 交 流 促 進 事 業 関 係 経 費

 (2) 亜 熱 帯 特 性 研 究 推 進 事 業 関 係 経 費

 (3) 沖縄における赤土等の発生源対策推進事業

 (4) 都 市 排 水 循 環 利 用 検 討 調 査

４ 沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫 補 給 金
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１ 
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
地
球
温
暖
化
の
関
係
？

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
言
葉
が
最
近
よ

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
生
物
資
源︵b

io
︶の
量
︵m

a
ss

︶

を
表
す
概
念
で
、﹁
再
生
可
能
な
、
生
物

由
来
の
有
機
性
資
源
で
化
石
資
源
を
除

い
た
も
の
﹂
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
無
機
物
で
あ
る
水
と
二
酸
化

炭
素
か
ら
、
生
物
が
光
合
成
に
よ
っ
て

生
成
し
た
有
機
物
で
あ
り
、
生
命
と
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
限
り
持
続
的
に

再
生
可
能
な
資
源
で
す
。
例
え
ば
、
石

油
は
地
下
か
ら
採
掘
す
れ
ば
そ
の
場
に

新
た
に
再
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
太
陽
と
水
と
二
酸

化
炭
素
が
あ
れ
ば
持
続
的
に
収
穫
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り

か
す
で
あ
る
バ
ガ
ス
は
製
糖
工
場
で
燃

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

と
き
に
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、

も
と
も
と
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
成
長
過
程

で
光
合
成
に
よ
り
大
気
中
か
ら
吸
収
し

た
二
酸
化
炭
素
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
﹁
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂
と
呼
ば
れ
る
特
性
を

有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
石
油
に

代
表
さ
れ
る
化
石
資
源
由
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
製
品
を
バ
イ
オ
マ
ス
で
代
替
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
を
引
き

起
こ
す
温
室
効
果
ガ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

２ 
青
い
海
と
白
い
ビ
ー
チ
を
守
る
た
め
に

　

沖
縄
県
で
は
、
平
成
十
二
年
に
、
二

十
一
世
紀
の
沖
縄
が
環
境
の
保
全
と
産

業
の
振
興
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
暮
ら
し
を
両
立

さ
せ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
未

来
に
向
け
て
の
構
想
と
し
て
、﹁
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
構

想
﹂
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
は
確

実
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

に
よ
る
海
面
上
昇
に
よ
り
、
島
し
ょ
県

で
あ
る
沖
縄
県
で
は
県
土
面
積
の

１
・
５
％
に
あ
た
る
三
十
四
・
二
三
�
が

水
没
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
サ
ン
ゴ
礁
は
海

面
の
上
昇
に
つ
い
て
い
け
ず
、
消
滅
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
砂
浜
も

消
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

　

一
方
、
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一

日
に
開
か
れ
た
﹁
沖
縄
地
方
交
通
審
議

会
﹂
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

沖
縄
県
だ
け
で
も
世
界
の
排
出
量
の

０
・
０
５
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題

は
あ
る
特
定
の
地
域
の
み
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
世
界
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
が
、
沖
縄
県
に
お

い
て
も
平
成
十
五
年
八
月
に
策
定
さ
れ

た
﹁
沖
縄
県
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
﹂
な
ど
に
よ
り
、
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３ 
沖
縄
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

全
地
球
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

対
応
、
政
府
に
よ
る
﹁
バ
イ
オ
マ
ス
・

農林水産部
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ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
、
沖
縄

県
に
お
け
る
環
境
問
題
の
表
面
化
と
い

う
状
況
の
中
、
平
成
十
五
年
十
一 
月
六

日
、﹁
沖
縄
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
離
島
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
と
廃
棄
物
処
理
の

困
難
性
を
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
で
克
服

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
全

国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
﹁
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
﹂
と
い
う
一
般
論
に
と
ど

ま
ら
ず
、
沖
縄
県
特
有
の
事
情
と
し

て
、
離
島
が
抱
え
る
廃
棄
物
処
理
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
達
、
水
質
保
全
と
い
っ
た

問
題
の
解
決
へ
向
け
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
持
つ
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
優
れ
た

能
力
を
再
評
価
し
、
高
校
生
も
含
め
て

新
鮮
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
沖
縄
か
ら
新
た
な
視
点
と
提
案
の

発
信
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
主
催
者
と
し

て
、
成
田
沖
縄
総
合
事
務
局
長
及
び

　

日
本
有
機
資
源
協
会
の
宇
井
専
務
が

（社）あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
農
林
水
産
省
及

び
沖
縄
県
の
担
当
者
か
ら
行
政
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
う
つ
り
、　
　

ト
ロ
ピ
カ
ル

（株）

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
宇
都
宮
義
文
参
事

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
事

例
報
告
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

琉
球
大
学
農
学
部
の
川
満
芳
信
助
教

授
か
ら
は
、
沖
縄
で
の
主
力
農
産
物
で

あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
の
有
効
活
用
を
図
れ
ば
二
酸
化

炭
素
の
固
定
は
日
本
だ
け
で
も
十
五
万

ト
ン
、
世
界
全
体
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
実

現
で
き
れ
ば
一
億
三
千
万
ト
ン
も
の
二

酸
化
炭
素
を
固
定
で
き
る
と
い
う
試
算

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
琉
球
大
学
農
学
部
の
上
野
正

実
教
授
は
、
ゴ
ミ
の
蓄
積
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
の
困
難
性
と
い
っ
た
島
し
ょ

社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
を
バ

イ
オ
マ
ス
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
を
サ

ト
ウ
キ
ビ
を
中
心
と
し
て
結
び
つ
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
代
表
さ
れ
る
有
効
活

用
を
図
る
と
い
う
、
バ
イ
オ
・
エ
コ
ア

イ
ラ
ン
ド
構
想
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
、
伊
江
島
や
座

間
味
島
で
の
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

宮
古
農
林
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と

前
里
和
洋
先
生
か
ら
は
地
下
水
を
守
る

た
め
の
肥
料
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
経

緯
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
古
島
は

全
て
の
水
を
地
下
水
で
ま
か
な
っ
て
お

り
、
地
下
水
の
水
質
保
全
が
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
少
量
で

あ
っ
て
も
作
物
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
有

機
肥
料
を
開
発
す
る
こ
と
で
化
学
肥
料

の
投
入
量
が
減
り
、
地
下
水
の
保
全
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
料
は﹁B

io
-

P

︵
バ
イ
オ
・
リ
ン
︶
﹂
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
宮
古
農
林
高
校
の
皆
さ
ん
は

こ
の
研
究
成
果
を
宮
古
島
に
と
ど
ま
ら

ず
、
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
世
界
へ
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
プ
お
き
な
わ
の
横
田
眞
利
子
副

理
事
長
か
ら
は
、
生
ゴ
ミ
の
た
い
肥
化

に
よ
る
食
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り

組
み
事
例
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ー
プ
お
き
な
わ
で
は
、
店
舗

で
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
う
生
ゴ
ミ
に

つ
い
て
、
農
業
生
産
法
人
﹁
あ
ら
ぐ
さ
﹂

が
た
い
肥
化
し
、
こ
の
た
い
肥
で
作
ら

れ
た
野
菜
が
店
舗
に
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
野
菜
は
﹁
つ

ち
カ
エ
ル
﹂
と
い
う
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（財）
の
中
村
大
助
研
究
員
か
ら
は
、
離
島
に

お
け
る
発
電
の
た
め
の
重
油
を
そ
の
島

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
代

替
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い
う

観
点
で
試
算
す
る
と
、
県
内
の
離
島
発

電
に
消
費
さ
れ
る
重
油
の
実
に
約
1

3
・
5
%
に
匹
敵
す
る
量
が
あ
る
と
の

結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
あ
つ
ま
っ
た
二
百
名
を
超
え

る
聴
衆
の
み
な
さ
ん
は
、
新
た
な
視
点

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
み
を
興
味
深

く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
こ
れ
か
ら
も

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Special Edition

成田局長あいさつ

宮古農林高校の皆さん
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金
融
庁
は
、
中
小
企
業
の
再
生
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
る
た
め
平
成
十
五
年
三
月
二
八
日

に
﹁
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン

グ
の
機
能
強
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
金
融
当
局
及
び
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

る
中
小
・
地
域
金
融
機
関
は
同
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
様
々
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
局
に
お
い
て
は
中
小
企
業
等
の
借

り
手
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
﹁
貸
し
渋

り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂
を

開
設
し
、
更
に
中
小
企
業
金
融
の
実
情

を
知
る
た
め
﹁
中
小
企
業
金
融
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
﹂
及
び
﹁
中
小
企
業
金
融
懇
話

会
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
顧
客

へ
の
説
明
態
勢
の
整
備
状
況
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
﹁
地
域
金
融
円
滑

化
会
議
﹂
を
開
催
す
る
な
ど
中
小
企
業

金
融
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
等
の
借
り
手
の
声
を
幅
広

く
聞
く
た
め
に
平
成
十
四
年
十
月
以
降

金
融
庁
に
﹁
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
局
に
お
い
て
も
平
成
十
四
年
十
一

月
に
設
置
し
、
情
報
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
金
融
機
関

の
検
査
・
監
督
の
実
施
に
当
た
り
、
貴

重
な
情
報
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
貸

し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
補
完
す
る
た
め
、
金
融
当
局
に
お
い

て
、
商
工
会
議
所
等
の
協
力
を
得
て
、

中
小
企
業
か
ら
見
た
金
融
機
関
に
関
す

る
具
体
的
な
問
題
点
の
情
報
を
収
集
す

る
も
の
で
す
。
平
成
十
五
年
十
月
に
那

覇
商
工
会
議
所
、
沖
縄
県
商
工
会
連
合

会
、
沖
縄
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

協
力
を
得
て
、
経
営
相
談
員
の
方
か
ら

中
小
企
業
金
融
に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
四
半
期
毎
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

中
小
企
業
金
融
懇
話
会
は
、
中
小
企

業
金
融
の
状
況
に
つ
い
て
、
借
り
手
の

立
場
か
ら
見
た
実
態
認
識
を
把
握
す
る

た
め
、
金
融
当
局
に
お
い
て
中
小
企
業

金
融
の
実
情
に
通
じ
て
い
る
商
工
会
議

所
等
と
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

　

沖
縄
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
十
五

年
十
一
月
六
日
に
第
一
回
会
議
が
開
催

さ
れ
、
那
覇
商
工
会
議
所
、
沖
縄
県
商

工
会
連
合
会
、
沖
縄
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
、
沖
縄
税
理
士
会
及
び
日
本
公

認
会
計
士
協
会
沖
縄
会
の
各
代
表
者
が

出
席
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
①
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
強
化
計
画

提
出
後
に
お
け
る
金
融
機
関
の
取
組
状

況
②
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
別
冊
［
中

小
企
業
編
］
の
改
訂
に
関
す
る
要
望
③

金
融
機
関
の
借
り
手
企
業
に
対
す
る
説

明
責
任
の
履
行
状
況
等
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
金
融
円
滑
化
会
議
は
、﹁
顧
客
へ

の
説
明
態
勢
の
整
備
、
相
談
・
苦
情
処

理
機
能
の
強
化
﹂
策
と
し
て
、
貸
し
渋

り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
寄

せ
ら
れ
た
情
報
や
、
各
金
融
機
関
等
に

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
・
相
談
等
に
関
し
、

意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。
金
融
当

局
、
中
小
・
地
域
金
融
機
関
及
び
関
係

業
界
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
た
会
議
を
都

道
府
県
毎
に
設
置
し
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
四
半
期
毎
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

沖
縄
地
区
に
お
い
て
は
、
第
一
回

︵
六
月
二
五
日
︶、
第
二
回
︵
八
月
二
八

日
︶
及
び
第
三
回
︵
十
一
月
二
六
日
︶

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
中
小
企
業
金
融

コ
ー
ナ
ー
﹂
を
ご
覧
下
さ
い
。

○　
財
務
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ド
レ
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はは

じ

め

　
じ　
め　
にに　
　
　
　
　
　

　

中
心
市
街
地
は
、﹁
暮
ら
し
の
広
場
﹂

で
あ
り
、﹁
地
域
の
顔
﹂
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
空
洞
化
と
い

う
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
取
り
組
む
市
町
村
な
ど
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
十
年
に
中
心
市
街
地
活

性
化
法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
、
県
内
で

は
同
法
に
基
づ
き
、
※

八
つ
の
市
町
が

基
本
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
六
つ
の

街
づ
く
り
機
関
※︵T

M
O

︶が
認
定
さ

れ
る
な
ど
、
事
業
実
施
が
本
格
化
し
つ

つ
あ
る
段
階
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
県
内
の
状
況
を
み
る
と
、
積
極

的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
る
地
域
も
あ

れ
ば
、
計
画
は
策
定
し
た
も
の
の
、
具

体
的
な
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
も

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
産
業
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組　
　

一
、
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催

　

昨
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
活
性
化

に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
図
り

T
M

O

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、T

M
O

が
抱
え
る

資
金
、
地
域
の
合
意
形
成
等
の
諸
問

題
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
掘
り
下

げ
、
そ
の
改
善
策
を
探
る
観
点
か
ら

石
垣
市
、
沖
縄
市
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
三
日
に
石
垣
市
で
開

催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て

は
、T

M
O

の
役
割
に
関
す
る
基
調

講
演
やT

M
O

の
先
進
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、﹁
港
を

ゲ
ー
ト
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ
れ
る
と
と
も

に
、
石
垣
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化

の
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
垣
市
で
は
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
ま
ち
づ

く
り
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

二
、
沖
縄
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化
連

絡
会
議
の
設
置

　

県
内
の
基
本
計
画
策
定
市
町
及
び

関
係
機
関
が
情
報
交
換
を
行
う
場
と

し
て
、﹁
沖
縄
地
区
中
心
市
街
地
活

性
化
連
絡
会
議
﹂
を
立
上
げ
、
去
る

十
一
月
二
十
日
に
第
一
回
の
連
絡
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
の
設
置
に
よ
り
、
今
後
、

関
係
機
関
相
互
の
連
携
・
協
力
体
制

が
確
立
さ
れ
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

おお

わ

り

に

わ

り

に　　　　
　　　
　

　

今
後
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団

体
、
T
M
O
、
商
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
当
局
と
し
て
は
、
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
む
地
域
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

経済産業部
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その２BUSINESS  REPORT

※
県
内
の
基
本
計
画
策
定
市
町
村：

宜
野

湾
市
、那
覇
市
、石
垣
市
、沖
縄
市
、平
良

市
、具
志
川
市
、与
那
原
町
、嘉
手
納
町
。

※T
M

O
：

中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業

集
積
の
一
体
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
を

企
画
・
調
整
・
実
施
す
る
機
関
︵
市
町

村
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
商
工
会
、
商
工

会
議
所
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー
︶。
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シンポジウム開催状況

石垣市中心市街地にある「あやぱにモール」
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　「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律等の一部を改正する法律（平成１５年法律第１０３号）が平成１５

年７月４日に公布され、平成１６年４月１日に施行されることとなりました。

　この法改正により、現行の計画流通制度（業者登録制度）が廃止され、平常時においては米の流通関係者

の主体性を重視する観点から、流通の統制を行わないこととなりました。

　ただし、米不足等の緊急時に的確に対応する必要があるため、平常時から流通業者の確実な把握等により、

政府備蓄米の売却先を確保するとともに、緊急時において適切な命令が発動できるよう、米穀の出荷又は販

売の事業を行おうとする者に主たる事務所等を届出させることとなりました。

　 業 者 届 出 制 度 の 概 要　

 ①　米穀の出荷又は販売の事業を行おうとする者は、事業開始前に農林水産大臣に開始提出

（年間事業規模20精米トン未満の者を除く）

 ②　届出事業者は、届出事項の変更又は事業を廃止したときは、遅滞なく、農林水産大臣に

変更届又は廃止届を提出

 ③　届出事業者は、帳簿を備え、必要事項を記載するとともに、３年間の保存義務を負う

 ④　①の届出をせず、又は虚偽の届出をして米穀の出荷又は販売の事業を行った者は、50万

円以下の罰金

 ⑤　②の変更届出若しくは廃止届出をせず、又は虚偽の届出をした届出事業者は、10万円以

下の過料

 ⑥　③の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は

帳簿を保存しなかった者は、10万円以下の過料

　

　

経 過 措 置

 ○　平成１６年４月１日現在、現行食糧法に基づく登録卸売業者、登録小売業者、登録出荷取

扱業者及び自主流通法人については、同日から届出事業者とみなされますので、改めて届

出手続きをする必要はありません。

 ○　平成１６年４月１日現在、現行食糧法に基づく計画外流通米のみを取り扱っている事業者

でかつ年間事業規模20精米トン以上の者については、同年４月末までに事業開始の届出を

農林水産大臣へ提出しなければなりません。

 ○　現行食糧法に基づく登録卸売業者登録簿及び登録小売業者登録簿は、平成１６年４月１日

に都道府県知事から農林水産大臣へ引継がれます。

　

※　沖縄県における登録申請手続きについて

　申請から登録までの期間が２ヶ月あるため、都道府県における登録申請については、平成１６年１月３１日ま

でとし、以降、４月１日より農林水産大臣（沖縄総合事務局農林水産部食糧課）までに届出書を提出願います。

（郵送又はＦＡＸでも可）
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BUSINESS  REPORT その３

農林水産部
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★「米穀の出荷又は販売の事業を行う者」とは？

　営利の目的をもってすると否とを問わず、自己の名義により反復継続して、①生産者からの委託を受

けて米穀を集荷し、有償で他人に譲渡すること（出荷）又は､ ②自ら所有する米穀を有償で他人に譲渡す

ること（販売）を目的として事業活動を行う者をいいます。

　従って、生産者が自ら生産した米穀を届出事業者を仲介することなく直接消費者に販売（産直販売）

する場合も含まれます。

★「年間事業規模が２０精米トンを超えるかどうかわからない」場合の届出は？

　新規に事業を始める場合や、年によって２０精米トンを前後する場合等で事業規模を正確に把握できな

い場合は、届出時点での取扱予定数量を記入することにより、あらかじめ「開始届」を提出しておけば

安心です。

　なお、自ら生産した米穀を届出事業者に出荷又は販売した数量は、事業規模の積算にはカウントしま

せん。

★制度移行に伴う主な規制緩和内容は？

　帳簿の備付け以外の遵守事項や流通規制を廃止したほか、①申請手数料の無料化、②三年に一回の更

新手続きの廃止、③届出に係る添付書類の廃止、等の事業者負担の軽減を行っています。

★帳簿の記載内容は？

　平常時から事業者の取扱数量を把握するため、必要最小限の記載事項として①米穀の種類別の買受数

量､ ②米穀の種類別の販売数量､ ③米穀の種類別の在庫数量等を記帳頂くこととなります。

　　　【お問い合わせ先】

〒９００−００３６　那覇市西２丁目１６−６　（内閣府沖縄総合事務局西庁舎）

　沖縄総合事務局農林水産部食糧課　消費拡大係

TEL：０９８−８６６−０１５５　FAX：０９８−８６７−４００１
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十
月
五
日
︵
日
︶、
沖
縄
県
中
城
湾
港

泡
瀬
干
潟
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
那
覇
港

湾
空
港
工
事
事
務
所
中
城
湾
港
出
張
所

主
催
イ
ベ
ン
ト
、
海
の
自
然
学
習
会

﹃
親
子
で﹁
愛
す
ボ
ン
ボ
ン
元
気
海
？
﹂﹄

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
城
湾
港
泡
瀬
地

区
事
業
の
説
明
を
行
う
と
同
時
に
、
泡

瀬
干
潟
の
生
き
物
や
自
然
環
境
に
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
り
、
海
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。ま
た
、
今
回
、
イ
ベ
ン
ト
運

営
に
つ
い
て
、﹁
子
供
た
ち
へ
の
体
験

学
習
の
提
供
﹂を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
共
同
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た

ち
が
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
教
育
の
場

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

一
風
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
名
は
、
風

船
の
中
に
入
っ
た
ア
イ
ス
ボ
ン
ボ
ン

と
、
発
見
・
驚
き
が
詰
ま
っ
た
催
し
の

内
容
を
掛
け
た
も
の
で
す
。

　

親
子
百
六
十
五
名
が
参
加
し
、
ヒ
ン

ト
や
指
示
を
手
が
か
り
に
品
物
を
集
め

る
﹁
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
﹂、﹁
海

族
冒
険
ク
ル
ー
ズ
﹂、
海
辺
の
漂
着
物

な
ど
を
使
っ
た﹁
お
洒
落
な
海
ア
ー
ト
﹂

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国

人
の
参
加
も

あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
片

言
の
英
語
を

使
い
な
が
ら

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
る
姿

も
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト

は
当
事
務
所

で
は
初
め
て

の
試
み
で
し

た
が
、
今
後

も
様
々
な
角

度
か
ら
港
湾

事
業
や
環
境

保
全
へ
の
取

り
組
み
に
つ

い
て
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
に

密
着
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
行
く

予
定
で
す
。

　

公
共
交
通
以
外
の
車
両
を
規
制
し
、

道
路
を
歩
行
者
に
開
放
す
る
那
覇
市
国

際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ
ル
社
会
実

験
が
、
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

︵
金
︶〜
二
十
三
日
︵
日
︶の
三
日
間
、
午

後
二
時
か
ら
午
後
八
時
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
来
街
者
数
は
七
万
五
千
人

余
り
、
金
曜
日
及
び
土
曜
日
は
雨
の
影

響
も
あ
っ
て
、
来
街
者
が
少
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
日
曜
日
は
曇
り
の
天
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
来
街
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
通
り
内
の
移
動
の
円
活

化
を
図
る
と
共
に
、
国
際
通
り
周
辺
地

区
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
既
存
路
線
バ
ス
と

の
連
絡
を
図
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
バ
ス
の

有
料
運
行
実
験
︵
百
円
／
回
︵
三
百
円

／
日：

一
日
共
通
乗
車
券
︶
を
行
い
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
バ
ス
は
、
国
際
通
り

ル
ー
ト
、
天
久
ル
ー
ト
、
若
狭
ル
ー
ト

の
三
日
間
合
計
で
二
千
二
百
九
十
九
人

︵
来
街
者
の
約
三
％
︶が
利
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
交

通
量
調
査
等
の
分
析
を
行
い
取
り
ま
と

め
て
行
く
予
定
で
す
。
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▲スカベンジャーハントでチームリーダー
　からの指示を真剣に聞く参加者

▼元気いっぱい“海族”

▲船長から海族の心得を学ぶ
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平
成
十
六
年
一
月
五
日
か
ら
﹁
自
動

車
登
録
検
査
業
務
電
子
情
報
シ
ス
テ

ム
﹂︵M

O
T

A
S

︶
が
更
改
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
年
ぶ
り
四
度
目
の
更
改
と
な
る
新

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、　

事
務
処
理
の

（１）

高
度
化
・
効
率
化
が
格
段
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
こ
と
、　

将
来
の
業
務
の
多
様
化

（２）

に
備
え
た
拡
張
性
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
、
の
二
点
で
す
。

　
　

に
つ
い
て
は
、
①
端
末
設
備
、
②

（１）
入
力
方
法
、
③
出
力
方
法
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
大
幅
な
改
善

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

端
末
設
備
の
改
善
と
し
て
、
地
方
運

輸
支
局
︵
沖
縄
県
に
お
い
て
は
陸
運
事

務
所
︶
等
に
設
置
さ
れ
る
端
末
機
の
処

理
能
力
の
飛
躍
的
な
向
上
と
新
規
端
末

機
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

光
学
式
文
字
読
取
装
置
の
場
合
、
正

読
率
が
大
幅
に
向
上
し
、
読
み
取
り
速

度
も
、
従
来
の
約
七
十
％
も
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
機
能
付
き
十
七
イ
ン
チ
カ
ラ
ー

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

車
検
証
等
を
印
字
す
る
プ
リ
ン
タ
ー

は
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
に
変
更
さ

れ
て
騒
音
・
振
動
の
低
減
を
図
る
と
と

も
に
、
印
字
速
度
も
従
来
の
約
二
倍
に

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
照
会
業
務
や
申
請
業
務
の
訂

正
・
復
元
業
務
を
行
う
照
会
端
末
装
置

及
び
検
査
標
章︵
ス
テ
ッ
カ
ー
︶プ
リ
ン

タ
ー
も
新
た
に
導
入
さ
れ
、
業
務
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
力
方
法
で
改
善
さ
れ
た
の
は
、
次

の
二
点
で
す
。

　

第
一
に
、
全
入
力
帳
票︵O

C
R

シ
ー

ト
︶サ
イ
ズ
の
統
一
化
が
図
ら
れ
、
全

て
A
4
サ
イ
ズ
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
入
力
項
目
・
処
理
の
改
善

で
す
。
具
体
的
に
は
、
走
行
距
離
の
管

理
、
盗
難
情
報
の
管
理
、
車
台
番
号
に

よ
る
登
録
事
項
等
証
明
書
の
交
付
等
、

入
力
︵
管
理
︶
情
報
を
追
加
し
て
事
務

処
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
力
方
法
で
改
善
さ
れ
た
の
は
、
次

の
三
点
で
す
。

　

第
一
は
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の

採
用
に
よ
り
、
出
力
帳
票
毎
︵
自
動
車

検
査
証
、
登
録
事
項
等
通
知
書
、
登
録

事
項
等
証
明
書
︶
に
異
な
る
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
出
力
を
行
い
、
帳
票
識
別
の

容
易
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
検
証
の
色
も
薄
紫
色
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
二
は
、
自
動
車
検
査
証
の
妥
当
性

チ
ェ
ッ
ク
及
び
ス
テ
ッ
カ
ー
の
出
力
に

活
用
す
る
た
め
、
自
動
車
検
査
証
等
の

枠
外
に
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
る

こ
と
で
す
。

　

第
三
に
、
端
末
機
で
ス
テ
ッ
カ
ー
を

自
動
出
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
自
動
出
力
に
伴
っ
て
ス
テ
ッ
カ
ー

の
仕
様
が
変
更
さ
れ
、
従
来
の
四
色
を

一
色
に
統
一
し
、
大
き
さ
も
二
輪
用
と

同
程
度
の
大
き
さ
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一
つ
の

特
徴
で
あ
る
業
務
の
多
様
化
に
備
え
た

拡
張
性
の
保
持
に
つ
い
て
は
、
近
い
将

来
に
お
け
る
登
録
業
務
の
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
化
を
主
な
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　

現
行
の
自
動
車
保
有
関
係
手
続
で

は
、
申
請
者
は
、
関
係
行
政
機
関
の
窓

口
に
出
頭
し
て
手
続
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
申
請
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
手
続
が

煩
雑
で
あ
る
と
の
批
判
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
多
数
の

手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
し
か

も
一
括
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

﹁
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
﹂
で

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

は
、
高
度
な
電
子
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
が
不
可
欠
で
す

が
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
平
成

十
七
年
の
実
現
に
向
け
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
電
子
申
請
に
も
対
応
で

き
る
拡
張
性
を
保
持
し
て
い
ま

す
。
こ
の
拡
張
性
の
保
持
こ
そ

が
新
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
徴

と
い
え
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

新
「
自
動
車
登
録
検
査
業
務
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」

　
（M

O
T
A
S

）
の
概
要



「平成15年度物流効率化セミ
ナー」を開催

　去る12月9日、沖縄産業支援

センターにおいて、中小企業総合

事業団との共催による「平成15年

度物流効率化セミナー〜自社の物

流を見直してみませんか／物流効

率化の進め方〜」を開催しました。

　本セミナーは、近年の経済活動

のグローバル化、消費者ニーズの

多様化等、企業間競争がますます

厳しくなっている中で、卸売業

者、荷主業者、物流事業者等を対

象に物流効率化の必要性とそれに

対する理解を深めることを目的と

して行っているものです。

　今回のセミナーでは、「管理に

役立つコスト算定〜物流ABCの

活用〜」と題して芝田稔子氏〔（株）

日通総合研究所〕と、さらに「地

に足をつけた物流改革を！〜

3PL　実現への道〜」と題して鈴木

威雄氏〔（株）富士ロジテック代表

取締役社長〕による講演が行われ

ました。

　講演会場には、卸売業者等多く

の関係者がつめかけ、参加者から

は「今後の社内物流の改革に役立

てたい」との意見が述べられるな

ど、物流効率化への取組に対する

感心の高さが伺われました。

「長寿県沖縄における食品の安全性
に関する地域フォーラム」を開催

　去る１１月１１日那覇市内のメルパルク

沖縄において「長寿県沖縄における食

品の安全性に関する地域フォーラム」

が開催されました。

　これは、BSE　の発生や食品偽装表示

等により、食品の安全性や品質に対す

る消費者の関心が増大している中で、

去る７月１日に「食品安全基本法」が

施行されたことを踏まえ、食品の安全

性に関する施策を総合的に推進する企

画の一環として開かれました。

  フォーラムでは、内閣府食品安全委員

会事務局の藤本一郎勧告広報課長、厚

生労働省医薬食品局食品安全部の広瀬

誠企画情報課課長補佐及び農林水産省

消費・安全局の姫田尚消費者情報官が

それぞれの取組み概要を説明しまし

た。

　続いて行われた基調講演では、食品

安全委員会の寺尾允男委員長代理が食

品の安全性確保のための新たな仕組み

について説明を行いました。

　パネルディスカッションでは、尚弘

子琉球大学名誉教授をコーディネイ

ターに、東盛キヨ子琉球大学教育学部

教授、國永秀樹（株）仲善専務取締役、

伊志嶺雅子コープおきなわ副理事長が

沖縄独自の食文化の中で長寿社会を築

いてきた先人達の知識を引き継いでい

くことの重要性等様々な意見を述べ合

いました。

第１９回
財務行政モニター会議を開催

　財務部では、去る１２月２日、那

覇市内において「第１９回財務行政

モニター会議」を開催しました。

　今回は、財務省から「少子・高

齢社会における税制のあり方につ

いて」、金融庁から「証券市場の構

造改革について」の二つのテーマ

が提示され、それぞれ意見交換を

行いました。

　この会議は、財務省及び金融庁

の施策を中心としたテーマについ

て、モニターから意見や提言等を

いただくことを主な目的として開

催しており、当日は県内各界各層

から委嘱した５名のモニターが出

席しました。

　会議の冒頭、坂本財務部長から

今回テーマについての概要が説明

され、続いてモニターの方々から

テーマに関する意見が出されまし

た。

　今回は会議に先立ち、モニター

の方々にテーマの事前説明を行っ

たこともあって、会議当初から活

発な意見が出され、和やかな中に

もモニターの方々が日頃感じてい

る問題点や改善点など、数多くの

意見や提言をいただき、有意義な

会議となりました。

　モニターからいただいた意見等

は、財務省に報告し、今後の施策

等に活用されることになります。
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平成１５年度 年末年始の輸送
等に関する安全総点検（海上
交通機関関係）の実施

　海上交通機関に人流・物流が集中

する年末年始は、万が一事故等が発

生した場合、大きな被害に及ぶこと

が予想されます。

　このため、自主点検等を通じた安

全性の向上を図るとともに、安全輸

送等に対する意識の高揚を図るた

め、年末年始の輸送等に関する安全

総点検を平成15年12月10日〜平成

16年1月９日まで実施しました。

　今年度は、①船舶操船等の際の飲

酒、居眠りの防止　②事故等発生時

における乗客等の安全確保　③テ

ロ防止のための警戒態勢及び発生

時の通報・連絡・指示体制等の整備

状況を重点的に点検しました。

　具体的には発航前検査、船内巡

視、操練等の実施状況、救命設備、

消防設備等の整備状況、運航管理規

程の遵守状況等の点検を行いました。

　点検において発見された不備事

項については、早急な改善を指示・

指導しました。

 

第１２回「沖縄の道路」
み ち

写真コンテスト表彰式を開催

　「沖縄の 道  路 」写真コンテスト
み ち

は、道路の果たすいろいろな役割

を県民の皆様に理解して頂き、併

せて道路愛護思想の普及を図るこ

とを目的に、沖縄総合事務局開発

建設部が主催し、平成４年度に第

１回コンテストを実施し、今回で

第１２回を迎え、応募者も第１回は

30名74作品でしたが、今回は186

名390作品の応募がありました。

　去る10月15日に沖縄県写真協

会会長外７名の審査員による審査

会が行われ、厳正な審査の結果、

最優秀・優秀・佳作などの入賞作

品25点を選出しました。

　そのうち佳作以上の12作品は

2004年道路カレンダーの各月を

飾り掲載されています。

　表彰式は、当局山口修次長をは

じめ、佳作以上の入賞者及び審査

員など関係者が出席し、11月19

日にかりゆしアーバンリゾート那

覇において開催され、山口次長の

主催者挨拶の後、入賞者へ表彰状

及び記念品が授与され、続いて沖

縄県写真協会の安里盛昭会長より

作品１点毎に写真の構図や露出な

ど詳細な講評が行われ、入賞者を

はじめ参加者全員が熱心に聞き

入っていました。

　また、表彰式終了後、県庁１階

（12/1〜12/5）、道の駅許田（12/8

〜12/12）において入賞作品展示

会も開催されました。

「多自然型川づくりに関する技術
研究発表会及び講演会」の開催

　去る１０月１９日に沖縄玉水ネット

ワーク、沖縄県との共催により　

JA宜野湾市会館第１研修室にお

いて「多自然型川づくりに関する

技術研究発表会及び講演会」を開

催しました。

　当日の聴講者は行政関係者を始

め河川　NPO　や民間の土木関係技

術者者等で総勢約150名の参加が

ありました。　

　講演会では、国土交通省九州地

方整備局武雄河川事務所の島谷所

長から多自然川づくりを進める上

での留意点や市民・行政側の心構

え等の講演や沖縄玉水ネットワー

ク副代表の寺田麗子氏からは「循

環型社会の海外事例報告」として、

キューバやスウェーデンでの先進

的事例の紹介がありました。ま

た、講演会に先立ち行政関係者の

技術力向上等を目的とした研究発

表会も実施し、沖縄県の河川技術

者の研究２題の発表も行いました。

  会場からは多くの質疑があり、

河川環境への関心の高さが窺わ

れ、また、河川ＮＰＯからも行政

だけではなく市民レベルでも川づ

くりに積極的に関わって行きたい

という意見等も出されました。

  今後もこのような企画を継続し

ていき、沖縄県内の川が自然豊か

で親しめる川となるよう市民・行

政一体となって取り組んでいきた

いと考えています。
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操船性能各航海計器の点検

機関室における計器類の点検



　

﹁
群
星
﹂
九
月
号
・
十
一
月
号
と
掲
載
し
て
き

ま
し
た
安
達
前
政
策
統
括
官
︵
沖
縄
担
当
︶
の

講
演
要
旨
の
最
終
回
を
掲
載
し
ま
す
。

　

海
外
シ
フ
ト
と
の
関
係
で
お
話
申
し
ま
す

と
、
か
つ
て
私
は
産
業
機
械
課
長
と
い
う
の
を

や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
日
本
の
工
作
機
械
と

か
、
建
設
機
械
、
農
業
機
械
、
精
密
機
械
、
時

計
も
そ
う
だ
し
、
カ
メ
ラ
も
そ
う
だ
し
、
そ
う

い
う
通
産
省
で
一
番
間
口
の
広
い
、
原
局
原
課

の
典
型
と
言
わ
れ
た
産
業
機
械
課
の
課
長
と
い

う
の
を
何
年
か
前
に
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
中
で
、
も
の
す
ご
い
円
高
で
、

海
外
シ
フ
ト
の
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の

時
に
私
な
り
に
分
析
し
て
、
ど
う
い
う
業
種
が

海
外
シ
フ
ト
し
や
す
く
て
、
ど
う
い
う
業
種
が

し
に
く
い
の
か
分
析
し
て
み
た
わ
け
で
す
。
当

時
は
、
世
間
で
は
日
本
の
産
業
全
部
海
外
に
出

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
ん
な
バ
カ
な

こ
と
な
い
わ
け
で
す
。
世
の
中
比
較
優
位
論
が

あ
り
、
相
対
的
に
何
か
は
残
る
ん
で
す
。
全
部

出
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
だ
け
ど
そ

う
い
う
極
論
が
当
時
は
横
行
し
て
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。
何
が

残
っ
て
何
が
出
や
す
い
か
と
い
う
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
頭
を
巡
ら
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
時
の
結
論
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
点
が
あ
り

ま
し
て
、
一
つ
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
と

メ
カ
ニ
ク
ス
系
の
二
大
分
野
に
分
け
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
系
と
メ
カ
ニ
ク
ス
系
。
例
え
ば
、
ど
う
い
う

も
の
か
と
い
う
と
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

と
か
、
音
響
家
電
み
た
い
な
も
の
が
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
系
で
す
。
そ
れ
か
ら
メ
カ
ニ
ク
ス
系

と
い
う
と
、
そ
の
典
型
が
工
作
機
械
の
よ
う
な

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
産
業
、
メ
カ
ニ
ク
ス
産
業
、
こ
れ
は
統

計
上
は
両
方
と
も
加
工
組
立
産
業
と
一
括
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
同
じ
加
工
組
立
型

の
産
業
で
も
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
と
メ
カ

ニ
ク
ス
系
で
、
そ
の
性
格
は
全
く
違
う
。

　

一
言
で
違
い
を
言
う
と
、﹁
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
系
は
部
品
に
命
が
あ
る
。
メ
カ
ニ
ク
ス
系

は
組
立
に
命
が
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す

と
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
か
家
電
製
品
で
す

け
れ
ど
も
、
明
日
か
ら
中
国
で
生
産
し
よ
う
と

経
営
判
断
し
た
ら
、
極
端
に
言
っ
て
明
日
か
ら

生
産
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
一
番
極
端
な
話
、
百

％
日
本
か
ら
部
品
を
持
ち
込
ん
で
組
み
立
て
る

と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、
そ
ん
な
に
熟
練
を
要

し
な
い
人
で
も
簡
単
に
で
き
る
。
で
す
か
ら
、

ち
ょ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
ら
す
ぐ
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
加
工
組
立
に
命
が
あ
る
メ
カ
ニ

ク
ス
系
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う

と
、
例
え
ば
工
作
機
械
。
日
本
の
工
作
機
械
と

い
う
の
は
今
や
世
界
に
冠
た
る
も
の
。
そ
の
工

作
機
械
の
も
の
す
ご
い
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
度

と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
か
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
は
部
品
が
命
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
、
電
子
部
品
、
非
常
に
精
巧
な
部

品
と
い
う
も
の
が
命
で
す
け
ど
、
工
作
機
械
の

部
品
を
見
た
ら
、
変
哲
も
な
い
鉄
の
棒
で
あ
っ

た
り
、
鉄
の
板
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い

う
も
の
も
技
術
は
い
り
ま
す
。
鋳
物
加
工
で
泡

を
出
さ
な
い
で
非
常
に
均
質
な
鋳
物
材
料
を
作

る
と
い
う
の
は
そ
れ
な
り
の
技
術
は
い
る
の
で

す
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
み
れ
ば
た
だ
の
棒
で

あ
っ
た
り
、
板
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

組
み
合
わ
さ
る
と
、
世
界
一
の
精
度
の
工
作
機

械
に
な
る
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
実
現
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
工
作
機
械
の
加
工

を
す
る
台
の
表
面
加
工
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が

で
こ
ぼ
こ
し
て
い
る
と
加
工
自
身
が
非
常
に
粗

雑
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
そ
の
表
面

と
い
う
も
の
が
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
ま
っ
平
ら
で

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で

ま
っ
平
ら
に
す
る
技
術
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

職
人
さ
ん
の
技
能
な
ん
で
す
。
指
の
感
触
で
キ

サ
ゲ
作
業
と
い
う
加
工
作
業
を
し
て
い
く
。
僕

は
専
門
家
で
は
な
い
の
で
聞
い
た
話
だ
け
し
て

お
き
ま
す
と
、
そ
れ
自
身
は
も
の
す
ご
い
ハ
イ

テ
ク
で
は
な
い
と
い
う
ん
で
す
。
古
墳
時
代
に

鏡
が
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
、
三
面
何
と
か
の
法
則

と
い
っ
て
三
方
向
か
ら
磨
く
と
大
体
平
ら
に
な

る
と
い
う
ん
で
す
。
い
ま
工
作
機
械
の
キ
サ
ゲ

作
業
も
古
墳
時
代
に
鏡
を
作
っ
て
い
た
も
の
と

同
じ
技
術
だ
と
い
う
ん
で
す
。
そ
こ
で
三
方
向

か
ら
磨
い
て
平
ら
に
す
る
。
だ
け
ど
そ
こ
で
出

て
き
た
、
で
こ
ぼ
こ
を
現
代
の
職
工
さ
ん
の
指

の
感
触
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
認
識
す
る
。
こ
の

技
能
工
の
技
能
が
あ
る
か
ら
日
本
の
工
作
機
械

は
も
の
す
ご
く
優
秀
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
技

能
と
い
う
も
の
は
一
朝
一
夕
に
中
国
の
方
に
教

え
て
、
明
日
か
ら
こ
れ
や
っ
て
く
れ
と
言
っ

た
っ
て
、
と
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
て
、
つ
ま
り
﹁
組
立
に
命
が
あ
る
﹂
と

い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
要
す

る
に
鉄
の
棒
と
板
を
与
え
れ
ば
、
日
本
の
工
作

機
械
と
同
じ
性
能
の
工
作
機
械
が
、
い
ま
す
ぐ

中
国
で
作
れ
ま
す
か
と
い
う
と
、
絶
対
作
れ
な

い
で
す
。
そ
れ
だ
け
そ
の
組
み
立
て
る
と
こ
ろ

の
技
能
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
も
の
す
ご
い
命

と
し
て
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る

と
、
何
が
海
外
シ
フ
ト
し
や
す
い
か
と
い
う
の

が
大
体
見
え
て
く
る
ん
で
す
け
ど
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
系
の
組
立
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
海
外

シ
フ
ト
し
や
す
い
で
す
。

　

こ
れ
は
実
際
上
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
家
電
の

工
場
と
い
う
の
は
、
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
き

ま
し
た
。
私
の
女
房
の
お
や
じ
と
い
う
の
も

オ
ー
デ
ィ
オ
家
電
の
下
請
で
す
け
ど
、
最
優
秀

の
会
社
で
し
た
け
れ
ど
も
、
親
会
社
が
国
内
生

産
は
全
く
ゼ
ロ
に
し
ま
す
と
言
わ
れ
れ
ば
も
う

廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
真
っ
先
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
の

組
立
と
い
う
分
野
が
出
て
い
き
ま
し
た
。
メ
カ

ニ
ク
ス
系
の
組
立
は
な
か
な
か
出
て
行
か
な
い

ぞ
と
い
う
分
析
を
も
う
十
年
近
く
な
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
産
業
機
械
課
長
と
し
て
や
り
ま
し

た
ら
大
体
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

沖
縄
に
は
そ
う
い
う
面
で
見
る
と
ど
う
な
の

か
と
い
う
と
、
メ
カ
ニ
ク
ス
系
の
組
立
を
沖
縄

に
持
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
も
、
逆
に
こ
れ
は

粘
っ
こ
い
も
の
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
本
土
か

ら
沖
縄
に
と
右
か
ら
左
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ

か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
は
と
い
う
と
、
工

賃
が
安
い
中
国
と
か
海
外
に
ス
ト
ー
ン
と
、
も

う
シ
フ
ト
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
沖
縄
の
高
賃

金
で
は
と
て
も
ペ
イ
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
の
組
立
な
ん
て
い
う
も

の
は
、
そ
ん
な
も
の
は
制
度
を
つ
く
っ
た
っ
て

そ
れ
は
来
や
し
な
い
で
す
。

　

そ
う
だ
と
す
る
と
、
私
は
逆
に
海
外
シ
フ
ト

し
に
く
い
、
日
本
国
内
に
定
着
し
や
す
い
と
い

う
と
こ
ろ
で
見
る
と
、
電
子
部
品
で
は
な
い

か
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
の
部
品
系
と
い
う

の
が
沖
縄
で
あ
る
程
度
可
能
性
が
あ
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

沖
縄
で
企
業
を
引
っ
張
っ
て
く
る
と
、
あ
る

い
は
こ
れ
か
ら
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

い
く
つ
か
の
視
点
を
も
う
ち
ょ
っ
と
付
け
加
え

ま
す
と
、
一
つ
は
成
長
分
野
を
ね
ら
う
べ
き

だ
。
成
長
し
て
い
る
業
種
業
態
と
い
う
か
、
あ

る
い
は
も
っ
と
業
種
と
い
う
縦
割
り
的
な
こ
と

で
も
な
く
て
、
ね
ら
い
目
と
し
て
考
え
た
ほ
う

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

や
は
り
新
し
い
事
業
所
と
か
を
今
後
ど
こ
で
つ

く
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
企
業
主
が
、
成
長
分

野
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
次
の
工
場
は
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ど
こ
に
し
よ
う
か
と
か
、
こ
の
次
の
事
業
所
は

ど
こ
に
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
全
く
白
地

か
ら
考
え
や
す
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
ろ

そ
ろ
次
を
考
え
よ
う
、
沖
縄
が
い
い
な
と
、
こ

う
な
る
わ
け
で
す
け
ど
、
成
長
し
て
い
な
い
分

野
で
沖
縄
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た

ら
、
コ
ス
ト
的
に
は
沖
縄
は
い
い
な
、
そ
れ
で

は
や
ろ
う
か
と
、
結
局
本
土
で
リ
ス
ト
ラ
を
し

て
、
本
土
の
人
を
首
を
切
っ
て
こ
ち
ら
に
持
っ

て
き
ま
し
ょ
う
と
。
ど
ち
ら
が
容
易
か
と
い
う

と
、
や
は
り
成
長
し
て
追
加
す
る
よ
う
な
形
の

と
こ
ろ
の
方
が
た
や
す
い
に
決
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
成
長
性
の

あ
る
所
を
狙
っ
た
方
が
確
率
も
高
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
。
全
然
伸
び
て
い
な
い
よ
う
な
所
は

お
百
度
踏
ん
で
頼
ん
で
も
な
か
な
か
決
断
し
て

く
れ
な
い
。
し
か
し
、
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
は

十
回
ぐ
ら
い
た
ず
ね
た
ら
十
回
目
ぐ
ら
い
に

オ
ー
ケ
ー
が
出
る
と
か
ぐ
ら
い
違
い
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ひ
と
つ
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
I
T
な
ん
か
の
こ
こ
何

年
間
か
の
成
功
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
I
T
が

成
長
分
野
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
大
き
な

前
提
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
企
業
規
模
で
す
け

れ
ど
も
、
大
規
模
で
な
く
て
中
堅
中
小
を
ね

ら
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

に
も
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
特
に
製
造
業
の
場
合

で
す
。
製
造
業
の
場
合
で
す
け
ど
、
一
工
場
で

何
千
人
の
雇
用
と
い
う
の
は
、
い
く
ら
沖
縄
が

失
業
率
が
高
く
て
も
、
一
つ
の
要
求
水
準
の
人

材
を
何
千
人
単
位
で
一
括
し
て
確
保
す
る
と
い

う
の
は
、
こ
の
沖
縄
は
小
さ
す
ぎ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
う
い
う
大
企
業
の
大
工
場
と
い
う

の
は
、
実
際
上
沖
縄
で
は
労
務
管
理
か
ら
い
っ

て
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
や
は
り
中
堅
中
小
。
そ
れ
か
ら
お
も
し
ろ

い
な
と
思
っ
た
の
は
、
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
の
人

が
、
今
日
、
民
間
建
設
の
需
要
が
ほ
ん
と
に
な

く
て
と
い
う
と
き
に
、
ど
う
し
て
る
の
か
聞
い

た
ら
、﹁
店
頭
上
場
企
業
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
い
ろ
い
ろ
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
る
。
上
場
企

業
は
ど
こ
も
海
外
シ
フ
ト
で
、
工
場
な
ん
か
つ

く
る
と
か
、
建
物
を
つ
く
る
な
ん
て
全
然
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
店
頭
上
場
の
と
こ
ろ
を
ね

ら
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
よ
﹂
と
い
う
返
事
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
元
気
の
い
い
中
堅
中
小
と

い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
い
く
と
い
う
の

も
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ま
た
皆
様
方
と
も
議
論
し
な
が
ら
、

産
業
の
実
態
、
経
済
の
実
態
を
よ
く
見
た
上

で
、
何
が
狙
い
目
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
見
定

め
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
、
マ
ク
ロ

的
に
沖
縄
経
済
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
申
し
上

げ
ま
す
と
、
去
年
の
七
月
か
ら
新
し
い
振
興
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
新
し
い
振
興
計
画
の
十
ヵ
年
に
お
い
て
、
沖

縄
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
い
う
の

は
実
に
簡
単
明
瞭
で
あ
り
ま
し
て
、
要
す
る
に

十
万
人
の
新
規
雇
用
を
創
設
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間

に
沖
縄
の
労
働
力
人
口
は
七
万
人
増
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
失
業
率
を
い
ま
８
％
台
と
い
う
の
を

５
％
と
か
４
％
、
５
％
を
切
る
ぐ
ら
い
ま
で
に

も
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
見
て

も
二
万
人
ぐ
ら
い
。
そ
れ
か
ら
減
る
部
分
が
ほ

か
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
見
る

と
、
グ
ロ
ス
で
や
は
り
十
万
人
の
新
規
雇
用
を

つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
は
日
本
一
の

人
口
増
加
県
で
あ
る
沖
縄
県
の
悲
鳴
と
い
う

か
、
苦
労
も
多
い
け
れ
ど
も
、
う
ち
の
大
臣

な
ん
か
が
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
口
規
模

と
か
を
見
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
自
分
の
出
身
の

島
根
県
と
い
う
の
は
日
本
一
の
高
齢
県
に
な
っ

て
い
る
。
若
者
の
比
率
が
非
常
に
低
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
沖
縄
の
場
合
は
雇
用
を
生
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
若
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
苦
労
は
多
い
で
す
け
れ
ど

も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
が
い
の
あ
る
目
標
で
あ

る
。
大
体
人
口
統
計
と
い
う
の
は
か
な
り
正
確

で
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
済
見
通
し
の
中
で
一

番
正
確
だ
と
思
う
ん
で
す
。
今
日
、
人
は
そ
ん

な
に
簡
単
に
死
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
体

十
年
後
の
人
口
構
成
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
、
ど
ん

ぴ
し
ゃ
で
当
た
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
し
た

が
っ
て
、
人
口
の
た
ぐ
い
で
言
っ
て
い
る
こ
と

と
い
う
の
は
ほ
ぼ
正
確
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
十
万
人
新
規
雇
用
を
生
ま
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
百
％
正
し

い
見
通
し
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
十 
万
人
の
新
規
雇

用
を
各
地
域
あ
る
い
は
各
業
種
、
そ
れ
ぞ
れ
一

生
懸
命
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
生
ん
で
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
も
の
す
ご
い
難
し
い

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
達
成
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
で
沖
縄
の
場
合
に
、
こ

れ
ま
で
公
共
事
業
に
関
連
し
て
建
設
業
の
ウ
エ

イ
ト
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ず
っ
と
趨
勢
的
に
見
る

と
、
現
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
公
共
事
業
予

算
の
削
減
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
再
び
こ
れ

が
反
転
し
て
公
共
事
業
予
算
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
く
と
い
う
十
年
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
建
設
業
と
い
う
も
の
が
民

需
と
い
っ
て
も
そ
ん
な
に
伸
び
な
い
で
し
ょ
う

し
、
建
設
関
係
で
沖
縄
経
済
を
ぐ
い
ぐ
い
引
っ

張
っ
て
い
く
と
い
う
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
は

あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
こ
れ

か
ら
十
年
間
あ
ま
り
期
待
し
な
い
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
は
ど
う
で
す
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
こ
の
観
光
に
つ
い
て
随
分
政
府
も
い
ろ
い

ろ
や
り
ま
し
た
。
政
府
側
か
ら
発
生
す
る
コ
ス

ト
と
し
て
の
空
港
使
用
料
と
か
、
あ
る
い
は
航

空
機
燃
料
税
と
か
、
こ
う
い
う
も
の
を
ど
ん

ど
ん
下
げ
て
、
要
す
る
に
往
復
ベ
ー
ス
で
い
く

と
一
万
円
相
当
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
公
的
に
実

現
し
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
結
果
と

し
て
沖
縄
の
観
光
客
は
三
百
五
十
万
人
か
ら
四

百
五
十
万
人
に
、
三
年
間
で
百
万
人
増
加
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
サ
ミ
ッ
ト
が

あ
っ
た
り
、
テ
ロ
事
件
が
あ
っ
た
り
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
後
三
年
間
ち
ょ
っ
と
低
迷
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
去
年
は
美
ら
海
水
族
館
の
開

館
と
か
、
あ
る
い
は
テ
ロ
対
策
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
か
で
四
百
八
十
三
万
人
に
な
っ
て
、

今
年
は
五
百
万
人
を
目
標
に
し
て
い
る
わ
け
で

す
。

　

イ
ラ
ク
の
侵
攻
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と

修
学
旅
行
を
中
心
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
ご
ざ
い
ま

し
た
け
れ
ど
、
戦
争
が
わ
り
と
早
く
終
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
う
キ
ャ
ン
セ
ル
は
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
大
体
9
・　

の
と
き
に
二
十

11

五
万
人
ぐ
ら
い
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
生
じ
た
の
で

す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
そ
の
十
分
の
一
ぐ
ら
い

の
規
模
で
終
わ
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
私
ど
も
は
こ
れ
は
あ
ま
り
表
に
は

言
え
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
一
〜
三
月

を
集
中
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
沖
縄
の
観
光

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
る
と
い
う
こ
と
を
去

年
の
段
階
に
決
め
て
、
予
算
も
用
意
し
て
バ
ン

バ
ン
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
一
〜
三
月
の
沖
縄
の
観
光
客
は
逆
に
増
え

た
ん
で
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い

う
け
れ
ど
、
一
般
観
光
客
は
相
当
増
え
て
、

ト
ー
タ
ル
で
は
増
え
た
わ
け
で
す
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
、
去
年
が
も
の
す
ご
く
良
く

て
、
今
年
も
大
体
同
じ
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
年
お
そ
ら
く
沖
縄
観
光
客

は
五
百
万
人
は
達
成
は
、
可
能
だ
と
思
う
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
観
光
は
こ
れ
か
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
引
っ
ぱ
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光
が
大
体
四
千
億
円
産

業
ぐ
ら
い
で
、
今
は
建
設
業
よ
り
も
大
き
い
で

す
。
こ
の
四
千
億
円
の
産
業
を
例
え
ば
一
兆
円

ぐ
ら
い
に
も
っ
て
い
く
ぞ
と
い
う
よ
う
な
気
持

ち
で
頑
張
っ
て
い
く
。
だ
け
ど
観
光
だ
け
で
十

万
人
の
雇
用
増
を
確
保
で
き
る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
観
光
に
対
し
て
過
大
な
期
待

と
い
う
か
、
荷
が
重
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
観

光
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
み
た
い
な
、
そ
ん
な
構
造

で
は
と
て
も
こ
の
大
き
な
課
題
に
は
応
え
ら
れ

な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
そ
れ
以
外
の
産
業
を
ど
う
育

て
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
情
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報
通
信
の
関
係
は
、
五
年
前
が
九
百
億
円
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
ま
大
体
統
計
上
は
ま

だ
一
千
四
百
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
大
体
瞬
間
風
速
で
僕
は
い
ま
一
千
五
百
億

円
ぐ
ら
い
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
五

年
間
で
九
百
億
円
か
ら
一
千
五
百
億
円
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
九
百
億

円
と
い
う
の
は
、
沖
縄
の
農
業
の
粗
生
産
額
が

九
百
億
円
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
や
そ
れ
を
は
る

か
に
超
え
る
一
千
五
百
億
円
。
し
か
も
琉
球
放

送
と
か
、
そ
う
い
う
テ
レ
ビ
会
社
と
か
。
あ
あ

い
う
も
の
は
除
い
た
数
字
で
、
沖
縄
の
情
報
通

信
産
業
の
規
模
は
一
千
五
百
億
円
規
模
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
も
は
や

こ
れ
は
将
来
の
基
幹
産
業
と
い
う
よ
り
も
、
情

報
通
信
産
業
は
も
う
既
に
観
光
に
次
ぐ
大
基
幹

産
業
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
と

伸
ば
し
て
い
く
。
こ
れ
を
今
度
は
、
い
ま
の
観

光
並
み
の
四
千
億
円
ぐ
ら
い
に
も
っ
て
い
け
な

い
か
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

　

そ
れ
か
ら
バ
イ
オ
で
す
け
れ
ど
も
、
食
品
バ

イ
オ
の
関
係
で
、
健
康
食
品
産
業
が
こ
の
五
年

間
で
五
倍
増
に
な
っ
て
、
百
五
十
億
円
ぐ
ら
い

の
産
業
規
模
。
ま
だ
I
T
に
比
べ
る
と
十
分
の

一
ぐ
ら
い
で
す
け
れ
ど
も
、
五
年
で
五
倍
と
い

う
の
は
一
番
の
元
気
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
を
ど
う
伸
ば
す
か
と
い
う
こ
と

で
、
い
ま
具
志
川
に
健
康
バ
イ
オ
の
研
究
セ
ン

タ
ー
を
、
日
本
で
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
バ
イ
オ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
と
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
を
い
ま
建
設
中
で
、
も
う
ほ
ぼ
出

来
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
で
食
品
バ
イ
オ
み
た
い
な

も
の
も
、
こ
れ
は
次
世
代
基
幹
産
業
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
て
育
て
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

I
T
と
か
、
バ
イ
オ
と
か
、
そ
れ
以
外
に
も
う

少
し
広
い
意
味
で
海
洋
関
連
産
業
な
ん
て
い
う

よ
う
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
も
、
こ
れ
は

産
業
の
実
態
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
海
洋
関
連
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
、
実
は
海
洋
関
係
と
い
う
の
は
、

久
米
島
の
海
洋
深
層
水
の
、
日
本
一
立
派
な
研

究
セ
ン
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
で
き

た
。
あ
る
い
は
名
護
の
方
で
海
洋
環
境
情
報

セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
た
り
と
か
、

サ
ン
ゴ
礁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

た
り
と
か
、
い
く
つ
か
海
洋
関
連
の
研
究
セ
ン

タ
ー
と
い
う
の
が
沖
縄
で
三
つ
、
四
つ
揃
い
踏

み
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
相
当

な
集
積
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
う
い
う
も
の
を
基
礎
と
し
て
産
業
と
し
て

ど
う
育
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
情
報
通
信
に
し
ろ
、
バ
イ

オ
に
し
ろ
、
観
光
そ
の
も
の
は
ハ
イ
テ
ク
を
必

要
と
す
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
I
T
と
か
、
バ
イ
オ
と
か
と

い
う
と
、
ハ
イ
テ
ク
技
術
と
い
う
も
の
を
抜
き

に
発
展
は
語
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
う
い
う
面
で
思
い
切
り
レ
ベ
ル
の
高
い

大
学
院
大
学
を
沖
縄
に
置
い
て
、
そ
う
い
う
ハ

イ
テ
ク
産
業
群
を
育
て
る
よ
う
な
、
ひ
と
つ
の

思
い
っ
き
り
強
い
牽
引
力
を
そ
こ
に
植
え
つ
け

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

場
所
が
ど
う
こ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

沖
縄
全
体
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
私
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

大
学
院
大
学
が
北
の
方
に
で
き
る
。
そ
し
て
糸

満
に
は
バ
イ
オ
の
研
究
も
含
め
た
県
の
農
業
技

術
の
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ

ど
言
っ
た
具
志
川
の
方
に
食
品
バ
イ
オ
の
セ
ン

タ
ー
が
近
々
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

こ
う
い
う
一
つ
の
沖
縄
バ
イ
オ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
そ
う
い
う
も
の
が
有

機
的
に
将
来
立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
、
連
携
、

交
流
し
て
、
沖
縄
全
体
の
ひ
と
つ
の
ハ
イ
テ
ク

産
業
の
発
展
に
力
を
発
揮
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
経
済

の
エ
ン
ジ
ン
は
、
一
つ
は
観
光
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
う
い
っ
た
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
産
業

群
、
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
エ
ン
ジ
ン
で
、
双
発

の
エ
ン
ジ
ン
で
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
十
万
人
の
新
規
雇
用
創
出
と
い
う
こ

と
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
な
課
題
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
や
ら
な

い
と
な
か
な
か
十
年
た
っ
て
も
今
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
な
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
し
、
自
治
体
の

取
り
組
み
と
し
て
み
て
も
、
公
共
事
業
に
つ
い

て
み
る
と
、
非
常
に
課
題
が
、
要
す
る
に
行
政

と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
道
路
に
し

ろ
、
橋
に
し
ろ
、
民
間
で
放
っ
て
お
い
て
勝
手

に
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
が
な
く
て
、
行
政
が
ま

さ
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
と
い
う
こ

と
で
、
役
割
と
い
う
も
の
は
は
っ
き
り
し
て
い

る
し
、
ま
た
、
そ
こ
は
技
術
的
に
も
、
ど
う
す

れ
ば
ど
う
な
る
と
い
う
こ
と
が
大
体
め
ど
の
つ

く
話
と
い
う
こ
と
で
、
費
用
の
見
積
も
り
だ
っ

て
こ
の
ぐ
ら
い
か
か
る
と
い
う
の
も
慣
れ
た
も

の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
産
業
の
振
興
と
い
う
の
は
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
し
た
ら
う
ま
く
振
興
す
る
か
と
い

う
、
お
金
を
た
く
さ
ん
か
け
れ
ば
比
例
し
て
産

業
振
興
し
て
く
れ
る
な
ら
こ
れ
は
簡
単
な
話
で

す
け
ど
、
大
体
か
け
過
ぎ
る
と
だ
め
に
な
っ
て

い
く
ん
で
す
。
保
護
主
義
で
や
っ
た
ら
、
大
体

産
業
は
滅
び
ま
す
。
通
産
省
で
も
結
局
繊
維
だ

と
か
、
石
炭
だ
と
か
随
分
お
金
を
か
け
ま
し
た

が
、
お
金
を
か
け
た
順
番
に
斜
陽
に
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
の
か
か
わ
り
方
と
い
う
の
は
、
あ

ま
り
お
節
介
に
や
り
す
ぎ
る
と
依
存
心
が
出
て

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
っ
て
ほ
っ
た
ら

か
し
て
い
て
育
つ
の
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
楽
な
こ

と
は
な
い
と
い
う
、
も
の
す
ご
く
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

私
も
沖
縄
問
題
を
五
年
以
上
や
り
な
が
ら
、

そ
れ
な
り
の
私
の
経
験
で
、
こ
こ
は
少
な
く
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
今
日

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、

そ
う
は
言
っ
て
も
基
本
的
に
は
い
ろ
い
ろ
な
試

行
錯
誤
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
容
易
な
課
題

で
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ

ろ
を
共
々
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な
が
ら
、
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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平成16年度消費者モニター募集平成16年度消費者モニター募集
　公正取引室では，公正取引委員会の消費者行政に一般消費者の意見を反映させるため，また，

公正取引委員会の仕事に消費者の立場から協力していただくため，平成16年度の消費者モニター

を募集しています。

　消費者モニターになられた方には，年２回の研修会への出席，公正取引委員会が行う調査への

協力，独占禁止法や景品表示法に違反すると思われる情報の公正取引委員会への提供，公正取引

委員会が行う消費者行政に関する意見や要望の提出などの仕事をしていただきますが，これらの

仕事を行っていただく際に，専門的な知識や特別な資格は一切必要ありません。一般の消費者の

方であれば，どなたでも御協力いただける内容の仕事です。

　公正取引委員会が行う業務や消費者行政に関心のある方は，どうぞお気軽に御応募ください。

　なお，平成16年度の募集要領は下記のとおりです。

記

郵 便 は が き

（表　面）

（裏　面）

●職業
　（例：会社員、専業主婦、パート等）

●各種モニター経験の有無

●家族構成（同居家族）

　／続柄、年齢、職業
　（例：夫40会社員・子９小学生）

●最寄りのバス停名
　（○○線□□バス停）

●自宅から上記バス停までの
　所要時間（例：徒歩△△分）

●応募理由（150～200字程度）

下　

記　

参　

照 　

行

※ 

応
募
先
は

〒�

住　
　
　

所

�

氏　
　
　

名
（
ふ
り
が
な
）

�

年
齢
・
性
別

�

電

話

番

号

○ 応　募　先　
� 〒900-8530　
� 那覇市前島2－21－13

� 沖縄総合事務局総務部  公正取引室

○ 応 募 資 格　
� 沖縄県内に居住する20歳以上の消費者

○ 募 集 人 数　
�18名

○ 任 　 　 期 　
� 平成16年４月から平成17年３月までの１年間

○ 謝 　 　 金　
� １万２千円（上限）

○ 応 募 方 法 　
� 官製はがきにて

○ 応 募 期 間　
� 平成16年１月５日から２月６日まで
�（締切日当日消印有効）　　

○ 問い合せ先　
� 沖縄総合事務局総務部　公正取引室　　

○ 電　　　話　
�098－863－2243

　

平
成
十
五
年
の
入
域
観
光
客
数
が
五
百
万
人
を
突
破

し
、
過
去
最
高
の
五
百
八
万
四
千
七
百
人
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。
県
は
平
成
十
六
年
の
目
標
入
域
観
光
客
数
を

五
百
二
十
五
万
人
と
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
が
本
土
復
帰
し
た
年
、
昭
和
四
十
七
年
の
入
域

観
光
客
数
は
四
十
四
万
四
千
人
で
し
た
の
で
、
目
標
が

達
成
さ
れ
れ
ば
、
約
十
二
倍
も
の
人
が
沖
縄
を
訪
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
月
六
日
に
発
売
さ
れ
た
週
刊
誌
に
内
閣
府
政
府
広

報
室
が
政
府
広
報
と
し
て
、
沖
縄
観
光
の
特
集
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　

や
ん
ば
る
の
森
や
離
島
な
ど
の
沖
縄
の
自
然
、
首
里

城
や
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
な
ど
の
観
光
施
設
、
音
楽
や

郷
土
料
理
な
ど
の
沖
縄
独
特
の
文
化
に
つ
い
て
、カ
ラ
ー

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
鮮
や
か
な
色
彩
で
紹
介
し
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
「
沖
縄
に
行
っ
て
み
た
い
な
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
号
の
特
集
で
は
、
平
成
十
六
年
度
の
内
閣
府
沖

縄
関
係
予
算
の
概
要
を
掲
載
し
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業

の
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け

た
施
策
・
事
業
の
予
算
な
ど
に
つ
い
て
主
な
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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局
報
「
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
」

　

群
星
（
む
り
ぶ
し
）と
は
、沖
縄
の
方
言
で
「
昴（
す
ば

る
）
」
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
広
大
な
海
域

に
点
在
す
る
数
多
く
の
島
々
か
ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
群
星
は
沖
縄
の
真
上
を
運
行
し
、

昔
か
ら
農
事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
局
報
「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針

と
な
り
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。

編　

集　

後　

記

編　

集　

後　

記




